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参
加
者
は
代
議
員
32
人
、
代
議

員
以
外
の
参
加
者
10
人
の
合
計
42

人
で
し
た
。

は
じ
め
に
丸
山
財
政
部
長
よ
り

「
23
年
度
の
活
動
方
針
を
中
心
に

議
論
を
行
な
い
、
財
政
活
動
を
し

っ
か
り
す
す
め

て
い
く
」
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

議
案
提
案

は
、
コ
ロ
ナ
禍

3
年
目
に
お
け

る
総
括
と
今
後

の
方
針
に
つ
い

て
執
行
部
よ
り

一
括
で
行
な
わ

れ
、
決
算
・
予

算
の
特
徴
に
つ

い
て
は
、
事
前
視
聴
を
補
足
す
る

よ
う
に
、
大
会
資
料
は
各
支
部
の

状
況
を
交
え
な
が
ら
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

そ
の
後
、

議
案
の
補
強

と
し
て
、
世

田
谷
支
部
よ

り
「
滞
納
対

策
と
納
入
率

向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
、
分
会
・
群
ま
か
せ
に
せ
ず
、

状
況
を
共
有
し
、
支
部
役
員
も
積

極
的
に
群
会
議
に
参
加
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
た
、
板
橋
支
部
か
ら
は
議
案

に
対
し
、
全
面
的
に
支
持
す
る
立

場
か
ら
「
滞
納
克
服
と
群
会
議
の

持
ち
方
に
つ
い
て
」
の
経
験
報
告

が
あ
り
、
分
会
役
員
に
よ
る
集
中

オ
ル
グ
や
分
会
内
事
業
所
群
の
昼

間
の
群
会
議
開
催
な
ど
で
納
入
率

の
改
善
、
向
上
に
向
か
っ
た
と
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

議
案
や
決
算
・
予
算
に
対
す
る

質
疑
は
3
支
部
か
ら
あ
り
ま
し

た
。「
闘
争
・
危
機
管
理
対
策
基
金

の
内
容
の
確
認
と
今
後
の
見
通
し

に
つ
い
て
、
わ
か
る
範
囲
内
で
教

え
て
ほ
し
い
」
「
遠
方
で
行
な
わ

れ
る
動
員
要
請
の
際
、
取
り
組
み

に
対
す
る
理
解
と
協
力
の
意
思
は

あ
る
が
、
費
用
的
な
面
で
の
負
担

が
大
き
い
点
が
あ
る
の
で
、
一
定

の
配
慮
な
ど
を
検
討
し
て
ほ
し

い
」
「
次
年
度
の
方

針
な
ら
び
に
予
算
に

関
す
る
点
で
は
、
現

在
の
財
政
運
営
や
就

労
状
況
の
変
化
、
情

勢
な
ど
も
ふ
ま
え
、

予
算
の
組
み
方
な
ど
、
今
後
を
見

す
え
具
体
的
な
方
向
性
を
示
し
な

が
ら
、
支
部
に
も
そ
の
よ
う
な
観

点
を
求
め
る
よ
う
な
提
案
や
検
討

を
し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見
や
要

望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
厳
し
い
現
状
を
踏

ま
え
た
報
告
と
説
明
が
あ
り
「
要

望
は
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
今

後
の
部
会
な
ど
で
も
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
議
論
を
深
め
る
。
予

算
等
に
関
連
す
る
課
題
も
同
様
、

次
年
度
に
議
論
を
す
す
め
て
い
く

こ
と
を
申
し
送
り
事
項
と
し
て
い

く
」
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
体
の
拍
手
で
財
政

分
科
会
の
議
案
を
承
認
し
、
2
0

2
2
年
度
決
算
と
2
0
2
3
年
度

予
算
案
の
仮
承
認
を
行
な
い
終
了

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
代
議
員
25
人
、
代

議
員
以
外
の
参
加
者
13
人
の
合
計

38
人
で
し
た
。

最
初
に
北
川
書
記
次
長
か
ら
情

勢
を
含
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
始

ま
り
ま
し
た
。

分
科
会
で
は
昨
年
の
主
な
取
り

組
み
と
教
訓
、
建
設
を
め
ぐ
る
情

勢
、
2
0
2
3
年
度
運
動
の
重
点

に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

支
部
活
動
報
告
は
、
三
鷹
武
蔵

野
支
部
か
ら
、
行
動
日
を
決
め
て

取
り
組
ん
だ
「
ア
ス
ベ
ス
ト
チ
ラ

シ
配
布
行
動
の
取
り
組
み
」
、
小

平
東
村
山
支
部
か
ら
は
、
全
支
部

へ
呼
び
か
け
て
開
催
し
た
「
建
設

ア
ス
ベ
ス
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
取

り
組
み
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
事
前
の
書
面
に
よ
る

質
問
に
つ
い
て
、
唐
澤
専
従
常
任

が
回
答
。
①
板
橋
支
部
よ
り
、
Ｍ

Ｏ
Ｃ
Ａ
労
災
認
定
に
向
け
て
、
国

保
組
合
の
情
報
開
示
に
対
応
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
つ
い
て

は
、
本
部
労
対
部
と
国
保
組
合
で

協
議
し
、
対
象
者
に
案
内
を
送
る

と
と
も
に
支
部
へ
も
対
象
者
名
簿

を
送
り
、
対
象
者
に
対
し
て
Ｍ
Ｏ

Ｃ
Ａ
の
使
用
履
歴
を
具
体
的
に
聞

き
取
る
こ
と
や
医
療
機
関
が
職
業

病
と
し
て
の
認
識
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
、
板
橋
支
部
の
労
災
申
請
の
貴

重
な
経
験
を
担
当
書
記
会
議
で
報

告
し
て
い
く
。
②
杉
並
支
部
の
一

人
親
方
が
社
員
化
さ
れ
た
際
に
組

合
員
の
大
量
脱
退
が
予
想
さ
れ
る

と
い
う
意
見
に
つ
い
て
は
、
雇
用

適
正
化
に
よ
る
組
織
減
少
は
全
体

的
な
課
題
と
と
ら
え
、
組
織
部
と

も
連
携
し
て
脱
退
を
減
ら
す
よ
う

に
し
て
い
く
。
③
板
橋
支
部
か
ら

の
労
働
者
が
外
注
化
さ
れ
る
事
に

よ
っ
て
労
災
や
不
払
い
な
ど
で
、

不
利
な
取
り
扱
い
が
ふ
え
て
い
る

の
で
、
学
習
強
化
が
必
要
と
い
う

意
見
に
対
し
て
は
、
働
き
方
を
精

査
し
、
労
働
法
の
権
利
が
可
能
な

限
り
多
く
適
用
さ
れ
る
労
働
者
と

し
て
認
め
ら
れ
る
交
渉
を
行
な

い
、
労
働
者
性
や
一
人
親
方
問
題

の
学
習
を
行
な
え
る
よ
う
議
論
し

て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

討
論
で
は
、杉
並
支
部
か
ら「
ア

ス
ベ
ス
ト
は
、
国
が
使
用
を
推
奨

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
事
前
調
査
や

処
理
費
用
の
負
担
が
高
額
で
あ

り
、
本
来
は
必
要
な
い
も
の
を
施

主
や
事
業
者
に
負
担
さ
せ
て
い

る
。
被
害
や
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
費

用
問
題
な
ど
を
地
域
か
ら
広
げ
、

周
知
す
る
運
動
が
重
要
で
あ
る
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
議
案
の
採
択
を
拍
手
で

承
認
し
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を

三
唱
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
代
議
員
23
人
、
代

議
員
以
外
の
参
加
13
人
の
合
計
36

人
で
し
た
。

活
動
報
告
後
、
佐
藤
里
志
技
術

対
策
部
長
が
活
動
方
針
を
提
案
し

ま
し
た
。
「
全
支
部
で
専
任
部
長

選
出
と
単
独
部
会
の
開
催
」
の
意

義
を
説
明
し
、
「
運
動
が
で
き
る

支
部
技
術
活
動
を
つ
く
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
、
来
年
3
月
末
の
特
例

期
限
に
向
け
て
の
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録

と
レ
ベ
ル
判
定
申
請
も
支
部
が
主

体
的
に
行
な
う
こ
と
を
強
調
し
ま

し
た
。
労
働
安
全
衛
生
法
に
も
と

づ
く
資
格
・
技
能
講
習
の
受
講
推

進
で
は
石
綿
関
連
を
中
心
に
労
働

対
策
部
、
仕
事
対
策
部
と
の
連
携

を
提
起
。
技
能
振
興
の
課
題
で
は

全
建
総
連
青
年
技
能
競
技
大
会
や

技
能
五
輪
の
出
場
者
確
保
と
と
も

に
、
技
能
検
定
の
普
及
と
受
検
者

増
に
取
り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
入
職
者
を
組
織
化
す
る
専

門
部
と
し
て
事
業
所
の
義
務
、
雇

い
入
れ
時
の「
新
入
職
者
教
育
」の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
行
な
い
ま
す
。

建
築
カ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
は
、

「
技
能
の
後
継
者
づ
く
り
を
カ
レ

ッ
ジ
生
確
保
で
」
を
合
言
葉
に
仲

間
に
カ
レ
ッ
ジ
を
知
ら
せ
る
活
動

を
展
開
す
る
一
方
、
東
京
土
建
全

体
で
カ
レ
ッ
ジ
職
業
紹
介
所
登
録

事
業
所
50
社
を
め
ざ
す
こ
と
を
提

案
し
ま
し
た
。

質
問
は
、
石
綿
関
連
と
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
に
集
中
。
そ
の
答
弁
で
、
2
0

0
6
年
4
月
の
法
改
正
以
降
は
特

化
物
講
習
受
講
で
は
石
綿
作
業
主

任
者
資
格
は
与
え
ら
れ
ず
、
さ
ら

に
法
改
正
以
前
の
特
化
物
講
習
に

よ
る
石
綿
作
業
主
任
者
資
格
を
一

部
ゼ
ネ
コ
ン
は
「
古
い
知
識
」
と

し
て
認
め
な
い
事
例
が
あ
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、

各
支
部
「
1
0
0
人
の
技
能
者
集

団
」
づ
く
り
や
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
が

レ
ベ
ル
判
定
推
進
上
必
須
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
丸
の
こ
や
足
場
な

ど
の
講
習
受
講
の
全
組
合
員
対
象

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見

交
換
も
行
な
い
、
技
術
研
修
セ
ン

タ
ー
の
事
業
報
告
、
カ
レ
ッ
ジ
教

育
の
報
告
、
施
設
移
転
候
補
地
の

現
況
報
告
の
後
、
参
加
者
全
員
で

議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
渡
辺
義
久
副
委
員
長

が
、
「
建
設
産
業
は
大
転
換
期
に

あ
る
。
3
Ｋ
か
ら
新
3
Ｋ
に
進
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
、

建
設
従
事
者
の
真
正
性
を
証
明
す

る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
意
義
を
強
調
、「
2

0
2
4
年
3
月
ま
で
に
カ
ー
ド
取

得
と
レ
ベ
ル
判
定
を
終
わ
ら
せ
よ

う
。
猶
予
期
限
が
間
近
に
迫
っ
た

働
き
方
改
革
に
も
対
応
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

議
長：

宮
本
卓
廣
（
豊

島
）

〃：

市
川

亨
（
西
多
摩
）

書
記：

清
水
敏
也
（
西
多
摩
）

労
働
対
策
分
科
会

労
働
対
策
分
科
会

適
正
化
で
の
脱
退
減
ら
す

技
術
対
策
分
科
会

技
術
対
策
分
科
会

議
長：

島
村

新
（
三
鷹
武
蔵
野
）

〃：

古
谷
文
夫
（
小
金
井
国
分
寺
）

書
記：

吉
川
新
吾
（
本

部
）

石
綿
除
去
の
負
担
は
国
・
企
業
に

技
能
の
後
継
者
づ
く
り
を

議案提案する川口労働対策部長

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
石
綿
に
質
問
が
集
中

質問する品川支部の代議員

財政分科会財政分科会
議長：佐藤 眞理子（調布）
〃 ：石田 憲一（中野）
書記：前川 進（中野）

答弁する丸山財政部長（奥）

納
入
率
向
上
に
向
け
議
論

今
後
見
す
え
る
予
算
で
要
望
も

求

人

求

職


